



































































1970 年 7 月に旧日本住宅公団により開発・分譲






大学からは 10 分ほどの場所にある。412 戸とい
う規模は当時の団地としては小規模であった。ち
なみに東洋一のマンモス団地と言われた千葉県松
戸市常盤平団地は 1960 年開発で 5369 戸、ぐら
す・かわさきも活動している川崎市多摩区三田地














































































































































　・ 理事会が 1 年任期の「階段委員」（防災委員
を兼ねる）選出を行う。階段委員は 10 戸を担




























































査』とした。調査票は A4 判 9 枚で作成し、内容
については、外出について（問 1 ～問 3）、交流
について（問 4 ～問 10）、寺尾台団地の居住につ
いて（問 11 ～問 15）、地域活動について（問 16
～問 19）、催し・イベントについて（問 20 ～問
23）、買い物について（問 24 ～問 32）、学生が地
域に関わることへの意見（問 33・34）、ご自身に




366 世帯を対象とした。期間は 2012 年 12 月 7 日
～ 12 月 27 日、方法は学生によるポスティング
（留め置き）で、郵送による回収を行った。回収




























数で見てみると、2 人 42.7％、3 人 12.6％、4 人
10.5％、5 人 2.8％、6 人 0.7％となっており、配
偶者との二人暮らしが多いことが推測される。
4）回答者の住宅の形態と居住年数














































































































79.7％、バス 42.0％、自家用車 37.1％であった。 






















































































































たのはいずれも女性で、40 代が 1 名、60 代と 70





















































（2013 年 6 月 21 日、2013 年 7 月 5 日および教
員との打ち合わせ数回）
・寺尾台団地における活動の見学
子ども会（夏祭り等）2013 年 7 月 22 日
自主保育たんぽぽ園　2013 年 9 月 10 日
自由の会（高齢者サロン）2013 年 10 月 14 日
多摩区みんなの公園体操　2013 年 10 月 11 日
・先進事例の見学
港区＋慶應義塾大学「芝の家」「三田の家」
2013 年 9 月 5 日　
横浜市栄区ＵＲ公田町団地「ＮＰＯ法人お互い
様ネット」2013 年 9 月 17 日
・多世代交流型イベントの実施






































































り、今年度は 3､4 歳児を対象に団地住民 1 名、団





































なものである。団地内公園でも週 2 回、朝の 9 時
から 9 時半まで体操が行われている。参加者の多
くが元気な高齢の方であり、体操に参加させて頂



















































































































































コミュニティカフェには子ども 30 名、親 10 名、











































































2 年目の活動は現在も継続中である。2014 年 3
月には前年と同じように発表会とコミュニティカ
フェを開催することになっている。学生たちはこ
れまでの活動を通して得たことをどのように発表
するか、とくに地域関係の活性化を目指した多世
代交流型イベントのあり方を再度見つめ直す作業
を行っている。2 年目のゼミにおいては、イベン
トが一過性に終わらないためにも、日常的な「地
域の居場所」が必要ではないか、との考えから、
「地域の居場所」づくりを行っている先進事例の
見学も行った。東京都港区と慶應義塾大学が連携
して実施している「芝の家」「三田の家」と、横
浜市栄区公田町団地のＮＰＯ法人お互いさまネッ
トが実施している「あおぞら市」やレストランな
どの見学である。こうした活動を通して、地域関
係が構築されるには何が必要なのかということに
ついて議論する機会をたびたび持った。イベント
の実施が地域関係にどのような影響を与えたの
か、それが活性化につながったのかといったこと
をこれから振り返り、3 月の発表会とコミュニ
ティカフェの実施につなげる予定である。一方、
地域では新しい活動が生まれていることを是非報
告しておきたい。それは理事会役員が中心になっ
て、防災訓練の後に「防災カフェ」を実施したこ
と、さらには「朗読カフェ」や「昔遊びをするイ
ベント」などがこの数カ月で定期的に持たれてい
ることである。2 年間を通したこの事業全体の考
察、そして地域関係の活性化のために何が必要な
のかという大きな課題については、次年度にぜひ
報告したいと考えている。
